
再評価結果（平成１６年度事業継続箇所）
担 当 課：道路局国道・防災課
担当課長名：中島 威夫

事業名 一般国道５７号 森山拡幅 事業 一般国道 事業 国土交通省
区分 主体 九州地方整備局

起終点 延長
自：長崎県南高来郡愛野町乙字境ノ尾下 ７．６km

みなみたかぎぐんあいのまちおつあざさかいのおした

至：長崎県諫早市長野町
いさはやしながのまち

事業概要
長崎県内における一般国道57号は、島原半島を東西に通過し、諫早市で国道34号と結節し、長崎市へ至
る九州中部地域を横断する主要幹線道路である。本路線のうち愛野町から諫早市間（森山拡幅対象区間）
は、近年の交通需要の増大に伴って交通渋滞が慢性化している。このため、道路交通の円滑化と交通安全
の確保を目的に当該事業の推進を図っているところである。
Ｓ６３年度事業化 Ｈ元年度 都市計画決定 Ｈ８年度用地着手 Ｈ１１年度工事着手

全体事業費 約２９５億円 事業進捗率 １９％ 供用済延長 ０．４５km
計画交通量 ３０，０００～３１，１００台／日
費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)
分析結果 ３．８ １９４/２６５億円 ９５０/１０１７億円 平成１５年(事業全体)

走行時間短縮便益：９２０/９８３億円事 業 費：172/243億円
走行費用減少便益：２８/３２億円(残事業)４．８ 維持管理費：22/22億円
交通事故減少便益：２/２億円

（※４）事業の効果等
・個性ある地域の形成（主要な観光地へのアクセス向上が期待される）
・安全で安心できる暮らしの確保（３次医療施設へのアクセス向上が見込まれる） 他７項目に該当
関係する地方公共団体等の意見
森山拡幅事業は、地域交流の促進、交通混雑の緩和等に重要な役割を果たすことが期待されており、諫
早市をはじめとする関係２市２０町の首長で構成される一般国道５７号等県南地域幹線道路整備促進期成
会より毎年早期整備の要望を受けている。
事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等
道路沿線に大型店舗施設の新規立地等のため、尾崎～長野間における交通渋滞はますます深刻化してい
る。
事業の進捗状況、残事業の内容等
軟弱地盤の検討を行い、工事着手までに長期間を要したが、現在までに０．４５kmを暫定部分供用して
いる。
事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等
尾崎～長野間（L=1.2km)の用地買収を促進し、平成１４年度末時点で４４％の用地取得率があり、今後

も用地買収の促進を図るとともに、関係機関及び地元地権者との協議を進め、早期供用を目指す。
施設の構造や工法の変更等

、 、 。当該地域は 軟弱粘土層が広く分布しており 軟弱地盤改良工法の検討によりコスト縮減を図っている
対応方針 事業継続
対応方針決定の理由
以上の状況を勘案すれば、当初から事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。

事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。


